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次のテーマの中から 1 つを選択し、800 字程度（720 字以上 800 字以内）でレポート

を作成してください。但し、ここで示されたものだけで作成するのではなく、あなた自身

でテーマに関する⽂献・資料（図書、雑誌、新聞、Web 資料など）を収集して調べ、あ

なたの考えを主張してください。なお、課題レポート作成にあたり、使用した⽂献・資料

等は、必ず「課題レポート表紙」の所定の欄に記載してください。 

 また、テーマによって個別の問いが設定されているケースがあります。本⽂をしっかり

確認して課題に取り組んでください。 

 

 

■経営学部 地域ビジネス学科・国際ビジネス学科 
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テーマ 2︓小中高生の自殺者数の増加を抑止するために必要なことは何か ... 8 
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■教育学部 子ども発達学科 

テーマ 1︓幼児の自己肯定感を伸ばす保育者のかかわり⽅について考える . 10 
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志望理由書・課題レポートの提出用紙は以下のサイトからダウンロード・印刷ができます。 

https://www.aichi-toho.ac.jp/admission/essentials 

 

※A４サイズでの印刷をお願いします。 





 

経営学部





－ 1 －

経営学部 

テーマ 1︓少子化問題を考える 
 

1971 年から 1974 年の第⼆次ベビーブーム以降、わが国の出生数は年々減少していき、その

結果 2022 年の出生数が 80 万人を割り込んでしまいました。さらに、死亡数が出生数を上回る

人口の自然減が始まっていることから、わが国の人口減少によるさまざまな問題点が指摘されて

います。 

では、わが国の出生数が減少してきた原因はどこにあったのでしょうか。そこで、ここにあげ

た新聞社の社説を参考にしつつ、また自分で調べた資料をもとに、出生数減がもたらすわが国の

問題点を明らかにした上で、今後どのように取り組むべきか、あなたの考えをまとめてください。 

 

出生数の急減 政策の⽴て直し急げ 

昨年生まれた⼦どもの数が 80 万人を割り込んだ。統計のある 1899 年以降で初めてだという。

想定以上の減り⽅だ。少⼦化が深刻な問題と認識され、政府が取り組みを始めてすでに約 30 年。

有効な⼿⽴てを講じられずに今⽇の状況を招いたことを重く受け⽌め、政策の⽴て直しを急ぐ必

要がある。 

 厚労省によると、昨年の出生数は 79 万 9728 人。⽇本にいる外国人や海外在住の⽇本人を除

けば、76 万人台になる可能性があるという。従来の推計ではそこまで減るのは 34 年の⾒込み

だった。12 年も早い進⾏だ。 
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⻑引くコロナ禍や経済不安で結婚や出産を控える動きも影響したと厚労省はみている。ただ、出

生率の低下傾向はそれ以前から続いており、⼀時的な動きとは⾔い切れない。 

 今年前半には、５年に１度⾒直す将来推計人口が⽰される。そうした中⻑期の⾒通しも踏まえ、

少⼦化に⻭⽌めをかける⽅策と人口減少への備えを、社会全体の課題として再認識しなければな

らない。 

 ⾔うまでもなく、結婚や出産は個人の自由な意思によるべきものであり、その増減の背景には

様々な要因がある。⼀⽅で、⼦どもを持ちたいという希望を阻む問題を取り除き、出産や育児を

しやすい環境を整備するのは、政府の重要な役割だ。 

 政府が⼦育て支援のための総合計画「エンゼルプラン」を打ち出したのは 94 年。その後も「危

機的な状況」「国難」など様々な⾔葉が⾶び交った。しかし、実⾏される政策は⼩出し、後追いの

状況が続いた。 

 原因は、まとまった財源を安定して確保してこなかったことだ。ＧＤＰ（国内総生産）対比の

家族関係支出は、先進国の中で低い水準にとどまっている。 

 岸⽥⾸相が掲げる「⼦ども予算の倍増」「異次元の少⼦化対策」も、そうした状況認識に基づい

ていたはずだ。ところが、国会でその中身や実施時期を問われ、⾸相は対ＧＤＰ比で倍増を目指

すと述べたものの、⼀夜明けると撤回してしまった。最近は「数字ありきでない」と、「倍増」を

否定するかのような発⾔までしている。 

 政策の中身が重要なのはもちろんだが、その⼤前提は、⼿薄だった分野の政策を質量ともに強

めることだ。基本姿勢が揺らぐようでは、どこまで本気なのか、疑わざるをえない。 

 すでにこれまでの少⼦化で、親になる世代も減り続けている。出生率が上向いても人口減にす

ぐに⻭⽌めはかからない。対応が遅れるほど、事態は深刻になる。「⼩出し、後追い」の轍（てつ）

を踏んではならないことを、⾸相は肝に銘じるべきだ。 

 

「朝⽇新聞デジタル」2023 年 3 月 2 ⽇ 

https://www.asahi.com/articles/DA3S15569830.html 
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経営学部 

テーマ 2︓⼈⼯知能（AI）社会を考える 
 

最近、Chat GPT という人工知能（AI）ツールが話題となっています。次の記事では、こうした

AI 技術の進化に伴い、これまで利⽤してきたソフトウェアはもとより、様々な分野での利活⽤が

紹介されています。しかし、その⼀⽅では、こうした AI 技術の進化による人間の働き⽅にも⼤き

な影響が出てくるのではないかとの意⾒もあります。 

そこで、ここにあげた記事を参考にしつつ、また自分で調べた資料をもとに、今後ますます進

化する AI 技術について、われわれはどのように捉え、またどのように付き合っていくべきか、あ

なたの考えをまとめてください。 

 

マイクロソフト、Chat GPT 本格活用 

文章で質問をすれば、人工知能（AI）が流ちょうな⽇本語で簡潔に、あるいは詳しく解説して

くれるチャットボットの「Chat（チャット）GPT」が話題だ。AI が画像や動画を生成するサービ

スは本コラムでも紹介してきたが、人間が書いたものと⾒分けがつかないような自然な文章を生

成するサービスでは、オープン AI が開発したチャット GPT が驚くほどのレベルを⾒せている。 

専門的なこと、あるいは誰もが知っているようなことについて質問すれば、おおむね平易な文

章で解説し、破綻がない。とはいえ、チャット GPT が返す解答や解説が必ずしも「正確」とは限

らない。たとえば、専門知識が必要な投資分野の質問についてもっともらしい解説はなされるも

のの、専門家から誤りが指摘されたりするのが現状だ。 

だが、その解説ぶりはあまりに流ちょうであり、誤りを指摘すると学習する機能も備えている。

2022 年 11 月のサービス開始からわずか 5 ⽇間で 100 万ユーザーに到達するなど、劇的な成⻑

を⾒せ、影響は各⽅⾯に広がっている。 

AI 技術の進化や影響⼒になれた IT（情報技術）業界も揺らいでいる。たとえば、グーグルが圧

倒的なシェアを誇ってきた「検索」の姿を変えてしまうだろうとささやかれている。 

知りたいことをたずねれば平易な文章で回答してくれるのだから、ユーザーは、従来のように

数多くの検索結果にいちいち当たる必要を感じなくなってしまうかもしれない。そうなれば、検

索結果との連動を根幹としてきたグーグルの広告事業は揺らぎかねない。 

この影響⼒に目をつけたのがマイクロソフトだ。同社は検索でも AI 関連製品でもグーグルなど

に後じんを拝してきた。そこで、オープン AI に 100 億ドルともいわれる巨額を投じる⾒返りに

事業提携を進め、AI 分野で⼀気に先頭に躍り出ようともくろむ。 

最高経営責任者（CEO）のサティア・ナデラ氏は、チャット GPT やその他 AI ツールを、同社

の全製品に搭載していく意欲的な計画を公⾔している。 
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検索サービスはもちろん、「Windows」などの OS（基本ソフト）、クラウドの「アジュール」

などに搭載するほか、最⼤の目玉は、同社の売れ筋商品「オフィス 365」への応⽤だ。文書作成、

メールやカレンダー、表計算、プレゼンテーションなどのアプリにも搭載されることになるわけ

だ。 

近い将来、リポートやメールの作成作法は、人間が文字数や盛り込むべきトピックスといった

要件の指⽰を与えることに限定されていくかもしれない。表計算では、世にある統計データなど

を使い、気の利いたグラフ⼊りの資料を作ってくれるかもしれない。⾯倒だったスケジュール調

整などもお任せできそうだ。 

このようなアイデアは、チャット GPT にオフィス製品がどうなりそうかを尋ねてみた結果だ。

期待が持てる予⾔といえそうだ。そうなれば、ビジネスパーソンの仕事は、AI に指⽰すること、

できあがった資料に⼿を⼊れることが中⼼になりそうだ。人間の⼿の⼊れ⽅、その度合いが人間

ならではの貴重な個性となっていくのかもしれない。 

 

「⽇本経済新聞電⼦版」2023 年 3 月 1 ⽇ 

［⽇経 MJ2023 年 2 月 12 ⽇付］ 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC060NF0W3A200C2000000/ 
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経営学部 

テーマ 3︓「グローバル化」の⾏⽅ 
 

冷戦が終結した 1990 年代以降、世界経済はグローバル化の⽅向へと舵を切り、およそ 30 年

間にわたって各国の市場は高度な統合化が進んでいました。グローバル化は、国境を越えたサプ

ライチェーンの構築等をはじめ、多くの国々の経済社会の在り⽅に影響を与えてきたと⾔えます。 

ところが現在、以下の雑誌記事にも⾒るように新型コロナの蔓延やウクライナ戦争等を機とし

て、これまでの世界経済の統合化の流れは⼀段落し、逆に分断（いわゆるブロック化）の⽅向に

向かっているという声が巷で散⾒されるようになってきています。 

この状況下において、これからの⽇本経済はどう在るべきでしょうか︖グローバル化がこれま

で⽇本経済に与えた影響を調べた上で、今後もグローバル化の流れを堅持すべきか、または別の

在り⽅を模索すべきか、あなたの考えをまとめてください。 

 

南米「共通通貨」と経済ブロック化 

世界経済は⽶中の政治的対⽴とロシアのウクライナ侵攻をきっかけに、アメリカ圏、中華圏（東

南アジアとロシアを含む）、欧州圏への分断が進んでいる。1990 年代以降、世界経済はグローバ

ル化（単⼀市場化）が進み、それに伴ってドルの地位は圧倒的になった。ところが世界経済がブ

ロック化し始めたことで、ドル中⼼の国際⾦融システムに変化の兆しが出ている。 

2010 年には 0.5％程度だった人⺠元のシェアが 22 年には 3.5％にまで急上昇した。世界単⼀

市場であれば、中国が第 2 位の経済⼤国となり、人⺠元取引が多少、増えたところで、ドルやユー

ロの地位が脅かされることはあり得なかったが、経済のブロック化が進むとなると話は変わる。

地域経済圏における基軸通貨としてドルやユーロ以外が選択される可能性は高まっており、今回

の共通通貨も同じ文脈で解釈した⽅がよい。 

 

「ニューズウィーク⽇本版」2023 年 2 月 14 ⽇号 

加谷珪⼀『南⽶「共通通貨」と経済ブロック化』より抜粋 

 

「全球化リスク」を心に刻む時 

世界経済は年々高度に統合されていくように⾒え、世界経済の未来を話し合うため世界経済

フォーラム年次総会（ダボス会議）に集まる政財界のリーダーたちの⼀番の関⼼事は効率と円滑

な貿易だった。 

ロシアの非道なウクライナ侵攻とそれに対する欧⽶の厳しい経済制裁だけが、こうした甘い考

えを打ち砕いたわけではない。⽶トランプ前政権が始めた⽶中貿易戦争が原因で地政学的リスク
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に気付き、中国市場へのエクスポージャー（特定のリスクにさらされている資産の割合）を⾒直

した企業もあった。新型コロナのパンデミックによる企業閉鎖や移動制限を受け、世界各地の企

業は確実なサプライヤー探しに奔⾛。昨年 3 月には上海など中国各地でロックダウン（都市封鎖）

が相次ぎ、世界経済の混乱が拡⼤した。 

 

「ニューズウィーク⽇本版」2023 年 3 月 7 ⽇号 

エドワード・オルデン『「全球化リスク」を⼼に刻む時』より抜粋 



 

人間健康学部
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人間健康学部 

テーマ 1︓スポーツ指導者の体罰について考えよう 

 
昨今、日本人スポーツ選手の目覚ましい活躍は多岐に渡り、その背景には有能な指導者の

存在は欠かせません。しかしながらその反面、スポーツ名門校や強豪校の指導者における体

罰は後を絶たず、今もなお問題となっています。「2023年２月、男子バレーボールの名門校

で指導者が逮捕される事件が起きた。内容は練習中のミスに激高し、10 代の男子部員 1 人

に対して、上半身の服を脱がせた上で髪をわしづかみにして引きずり、バレーボールを顔に

投げつけるなどの暴⾏をした疑い。」 

このような事件はスポーツの名門校や強豪校に関わらず、公⽴校においても毎年 500 件

ほどの体罰事案が発覚していると言われています（千葉日報、2023 年２月 27 日の記事）。 

それでは以下の問いに答えてください。 

1. スポーツ指導者の体罰ついて調査し、あなた考えをまとめてください。 

2. 下記のエピソードを読み、スポーツ指導者の体罰を根絶する改善方法についてあなた

の考えをまとめてください。 

 

2012 年、⼤阪市⽴高校の男子⽣徒が⾃殺をしたという事件が話題になった。所属してい

たバスケットボール部の顧問から日常的に体罰を受けていたことや、主将としての責任の

重さに悩む内容の遺書と、渡せないままになっていた顧問宛の手紙を残しており、遺書には

「他の⽣徒も同じミスをしているが、⾃分だけが叩かれる。辛い」などと書かれていた。そ

れだけではなく、他の部活動での体罰も確認され、体罰を容認する雰囲気があったことや隠

蔽があった疑いなどが報じられ、⼤きな問題になった。 

この事件を機に、現在では「体罰は悪いこと」というのが共通認識になりつつあるが、「時

と場合と程度によっては体罰も効果的」という声も少なくない。実際に体罰はなくなってお

らず、物理的な暴⼒だけではなく、パワーハラスメントのような言葉の暴⼒などの表面化し

ていないものも含めれば、かなり多く残っているのかもしれない。 

 

中村聡宏、スポーツマンシップバイブル、東洋館出版社 
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人間健康学部 

テーマ 2︓⼩中⾼⽣の⾃殺者数の増加を抑⽌するために必要なことは何か 

 
次の文章は、日本の⾃殺に関する記事です。⼩中高⽣など若年の⾃殺にはどのような特徴

があり、どのような対策が必要でしょうか。次の記事を参考にし、公的データや著書、論文

などの関連情報を調べ、あなたの考えをまとめてください。 

 

⼩中⾼⽣の⾃殺、過去最多の５００人超…コロナ禍で悩み深刻化か 

厚⽣労働省と警察庁は１４日、２０２２年の⾃殺者数の確定値を発表した。⼩中高⽣は計

５１４人で、１９８０年の統計開始以降で最多となり、初めて５００人を超えた。厚労省は、

⻑期化するコロナ禍で学校や家庭の悩みが深刻化したことが⼀因とみている。 

 １月に公表した速報値（１〜１１月）と比べて７３人増えた。１２月に⾃殺者が多かった

ことなどが要因という。内訳は高校⽣３５４人（前年比４０人増）、中学⽣１４３人（同５

人減）、⼩学⽣１７人（同６人増）。 

 原因・動機別で⾒ると、学業不振や進路の悩みのほか、友達との不和、親子関係の不和が

目⽴った。⼩中高⽣に⼤学⽣などを合わせた「学⽣・⽣徒」も１０６３人で、過去最多だっ

た。 

 子どもの福祉に詳しい⼭縣文治・関⻄⼤教授は「学校⽣活や進路の悩みは誰でも抱えてい

るが、⻑引くコロナ禍に伴う人間関係の希薄化で、友人らに相談できない子どもが増えてい

るのだろう」と分析している。 

 ⼀方、⾃殺者の総数は前年比４・２％（８７４人）増の２万１８８１人で、２年ぶりに前

年を上回った。男性が１万４７４６人で１３年ぶりに増加に転じ、全体を押し上げた。⼥性

は３年連続増の７１３５人だった。 

 年代別では５０歳代が最多で、４０歳代、７０歳代が続いた。原因・動機は健康問題が最

も多く、家庭問題、多重債務などを含む経済・⽣活問題も目⽴った。 

 政府は、悩みを抱える人の相談窓口として、こころの健康相談統⼀ダイヤル（０５７０・

０６４・５５６）を開設している。 

 

「読売新聞」2023 年 3 月 14 日 
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人間健康学部 

テーマ 3︓医療・福祉の人材不⾜対策には何が必要か 
高齢者の数が最も多くなる 2040 年には、医療や介護の就業者が約 100 万人不⾜するこ

とが 2022 年版厚⽣労働⽩書で明らかになりました。今後、医療・福祉での人材確保が求め

られますが、人材不⾜の背景には高齢化だけではない様々な要因が考えられます。 

以下の記事を参考にしながら事例や著書、論文などの関連情報を調べてください。その上

で、医療・福祉での人材確保にどのような対策が必要か、あなたの考えをまとめてください。 

 

厚⽣労働白書「処遇改善通じた人手確保や ICT 技術の活用を」 

ことしの厚⽣労働⽩書は、いわゆる団塊ジュニアの世代が、65 歳以上となる 2040 年に

は、医療・福祉分野の就業者が 96 万人不⾜するとして、処遇の改善を通じた人手の確保や、

ICT 技術の活用などを進めるべきだとしています。 

16 日の閣議で報告された、ことしの厚⽣労働⽩書は「社会保障を支える人材の確保」を

テーマに、人口減少が進む中での課題をまとめています。 

この中では、医療・福祉分野の就業者数について、⼥性や高齢者が働く環境が整備された

ことなどから、去年の時点で 891 万人と、20 年ほど前に比べておよそ 1.9 倍に増えたとし

ています。 

しかし、いわゆる団塊ジュニアの世代が 65 歳以上となる 2040 年には、1070 万人が必

要になると推定される⼀方、現役世代が急速に減ることで、確保できる人材は 974 万人に

とどまり、96 万人が不⾜すると指摘しています。 

このため⽩書では、ことし 2 月から新型コロナの対応にあたる看護師などの収入を引き

上げたことを例に、人手確保に向けて処遇の改善が持続的に⾏われる必要があるとしてい

ます。また、人手不⾜を補うため、介護ロボットや ICT 技術の活用なども積極的に進める

べきだとしています。 

厚⽣労働相「実現に向け具体的な政策を」 

加藤厚⽣労働⼤⾂は閣議のあとの記者会⾒で「高齢化が進み、医療・介護に対するニーズ

が拡⼤する⼀方、現役世代が減少していくことを踏まえて、これまでも議論を⾏ってきた。

⽩書では、高齢者の健康寿命の延伸のほか、ICT 化、介護ロボットの活用を進めることなど、

机上の空論かもしれないが道筋は⽰した。今後は、どう実現するのか、具体的な政策を作り

上げていきたい」と述べました。 

 

「NHK」2022 年 9 月 16 日 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20220916/k10013820341000.html 





 

教育学部
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教育学部 

テーマ 1︓幼児の自己肯定感を伸ばす保育者のかかわり方について考える 
 

我が国の子どもたちの自己肯定感が諸外国と比べて低いことは、内閣府が日本を含めた 7

カ国で⾏なった意識調査（我が国と諸外国の若者の意識に関する調査、2013）などから報

告されています。自己肯定感はセルフ・エステーム（self-esteem）（＝自尊感情）の訳語の

一つで、他者を評価の基準にした部分的な能⼒に対する評価感情と、無条件にありのままの

自分の存在を認める基本的な自尊感情の二つの側面があります。子どもたちが自分の価値

を認識し、他者の価値も尊重することができるよう保育や教育の中で育んでいかなければ

なりません。次の資料は、児童精神科医の古荘（2009）が自尊感情を伸ばすための子ども

とのかかわり方について述べたものの一部です。これを読んだ上で、幼児の自己肯定感（ま

たは自尊感情）を⾼める事例などを調べ、自己肯定感を伸ばすことの重要性についてあなた

の考えを述べた上で、保育園（または幼稚園やこども園）でのクラス担任として子どもたち

の自己肯定感を伸ばすために、子どもたちとどのようにかかわることが望ましいと考える

か（またはどのような取組みを⾏うと良いか）を、なぜそれが必要なのかという理由にも触

れながら考えをまとめてください（なお、論⽂では「自己肯定感」「自尊感情」のどちらの

⾔葉を⽤いても良い）。 

 

子どもとどう関わったらよいのか︖ 

それでは、自尊感情を⾼めるために、子どもとどのように関わっていったらよいのか、と

いうことについて、この章では考えてみたいと思います。 

これまでにも述べてきたとおり、自尊感情は、子どもの成⻑にともなって、ある程度は一

定の傾向をもって変化していくということがわかっています。ですから、次のような視点を

もって子どもと関わることができると思います。 

① 幼児期から学童期初期までは自尊感情を伸ばす 

② 前思春期から思春期にかけては自尊感情を低下させない 

③ 思春期以降は低下した自尊感情を回復する 

そのためには、どういった関わり方をしたらよいのか、以下、私⾒を交えながら述べてみ

たいと思います。 

（これ以降は関係する⾒出しのみ列挙する） 

1. 子どもの話に耳を傾ける 

2. 子どもの自尊感情・発達という視点を持つ 
古荘純一（2009）『日本の子どもの自尊感情はなぜ低いのか－児童精神科医の現場報告－』光⽂社，pp. 222-229. 
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教育学部 

テーマ 2︓保幼⼩接続を⾒据えた⼩学校の教育活動について考える 
 

次の⽂章は、保幼⼩接続を⾒据えた⼩学校の教育活動における工夫について述べたもの

です。この⼩学校では、「遊び」を中心としたアプローチ＆スタートカリキュラムを作成し

実践していることが特徴的です。この記事を参考にしながら、保幼⼩接続を⾒据えた⼩学校

における教育活動の工夫の事例について調べ、保幼⼩接続を⾒据えた⼩学校の教育活動と

してどのようなことを⼤切にしていくべきかについて、あなたの考えをまとめてください。 

 

「白い石で数えたよ」 

 ４⽉当初の事例です。⽣活科の学校探検で宝物を⾒つける活動を⾏いました。中庭の花壇

に敷き詰めてある⽩い⽯を、宝物に選んだ児童がいました。「じゃあ、みんなで⾒に⾏こう」

と中庭に⾏くと、一⼈の児童が花壇のタイルの上に、⽩い⽯を並べ始めました。 

 ⾒ていると、四角い⼩さなタイルの上に⽯を一個ずつ並べ、タイルと⽯が一対一対応にな

っていました。まだ入学して間もない 4 ⽉の中ごろなので、算数の学習では、「５までの数」

が指導内容でした。しかし、こうやって⽯を並べて遊んでいると、５や 10 でとどまったり

することはありません。予想できることでしたが、協⼒し合って花壇の周りに⽯を並べ、

「115 になったよ」とか、「200 まで並べちゃった」と⾔っていました。遊んでいるように

しか⾒えないのですが、興味津々で正確に数を数えていました。 

 ふと⾒ると、⽩い⽯を 10 個ずつのかたまりにして並べている児童もいました。数を 10

ずつのかたまりにする内容は、算数科６⽉の単元であり、100 までの数は３学期の単元で

す。 

 遊びの要素を取り入れた学習では、児童が夢中になって学習内容を主体的に進めていき

ます。この１年⽣たちが⾒せる姿が、自覚的に学ぶということであり、この時期の⼤切な学

習方法となります。 

 

木下光二（2019）『遊びと学びをつなぐ これからの保幼⼩接続カリキュラム 

事例でわかるアプローチ&スタートカリキュラム』チャイルド本社，p.74 

 

 


